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熊
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１ 

精
霊
舟
流
し
と
は
？ 

（
１
）
近
世
文
献
資
料 

➀ 

守
貞
謾
稿 

昔
は
蓮
葉
麻
殻
以
下
魂
祭
の
諸
物
を
川
に
流
せ
し
と
也
、
中
古
以
来
大
坂
に

て
は
或
比
丘
尼
等
よ
り
官
に
請
て
大
坂
中
諸
所
に
小
舟
を
廻
し
一
町
限
諸
戸

よ
り
十
五
日
晩
に
は
辻
番
所
に
集
之
、
右
の
小
舟
に
送
る
こ
と
と
な
り
ぬ
、
此

魂
祭
の
雑
物
、
皆
各
所
用
あ
り
て
値
と
な
し
、
其
尼
寺
一
年
の
費
に
足
る
と
也 

又
江
戸
に
て
は
十
六
日
の
朝
近
在
の
小
百
姓
等
是
も
小
舟
を
諸
川
岸
に
つ
な

ぎ
市
中
を
巡
り
「精
霊
さ
ま
お
む
か
ひ
お
む
か
ひ
」
と
呼
び
来
る
、
此
時
棚
の
雑

物
を
下
し
敷
た
る
真
菰
に
包
み
十
二
銭
を
添
て
与
之
、
蓋
舟
を
廻
す
と
市
中

を
巡
る
と
同
人
に
は
非
ず
、
市
中
を
巡
る
は
困
民
な
る
べ
し 

喜
田
川
季
荘 

著 

ほ
か
『
類
聚
近
世
風
俗
志 

: 

原
名
守
貞
謾
稿
』
下
巻,
日
本
図
書
セ

ン
タ
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➁ 

諸
国
風
俗
問
状
答 

秋
田
県
横
手
市
（
七
月
一
六
日
：
「
送
り
火
迎
え
火
の
事
」） 

一
町
に
一
つ
ず
つ
船
を
葭
簀
に
て
造
る
、
長
さ
三
丈
余
大
な
る
灯
籠
を
石
塔
の

形
に
造
り
、
三
界
萬
霊
と
書
て
真
中
に
据
え
、
外
に
は
灯
籠
も
な
く
、
只
蝋
燭

を
数
百
丁
船
の
四
面
へ
灯
し
て
町
々
を
練
り
行
き
、
蛇
の
崎
と
申
す
所
の
橋
の

河
原
へ
持
出
し
、
太
鼓
う
ち
囃
し
立
る
、
此
船
十
ば
か
り
出
る
也
。
果
て
は
其
の

川
へ
押
し
流
す
に
て
候 

※
参
考 

同
地 

「施
餓
鬼
の
事
」 

さ
せ
る
事
な
し
、
船
に
て
出
る
等
の
事
も
と

よ
り
候
は
ず 

 

③ 

長
﨑
見
聞
録
（長
崎
市
） 

藁
に
て
船
を
作
り
、
生
霊
を
祭
り
た
る
種
々
の
も
の
を
皆
積
ミ
、
此
船
に
も
小

き
ぼ
ん
ぼ
り
を
多
く
掛
つ
ら
ね
て
持
行
、
大
き
な
る
船
は
一
、
二
間
も
あ
り
、

人
十
人
も
二
十
人
も
か
か
る
、
ま
た
貧
家
の
船
は
小
さ
く
、
一
人
に
て
持
ち
た

る
も
あ
り
、
大
波
戸
と
い
う
海
浜
に
て
火
を
つ
け
押
し
流
す
、
そ
の
火
海
面
に

か
が
や
き
て
流
れ
行
く
さ
ま
夥
し
き
也 

広
川
獬 

『
長
﨑
聞
見
録
』(

国
文
学
研
究
資
料
館
所
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２ 

熊
本
の
精
霊
舟
流
し 

分
布 

（１
） 

分
布 

別
紙
「県
下
精
霊
舟
流
し
伝
承
地
一
覧
図
」 

 
３ 
熊
本
の
精
霊
舟
流
し 

歴
史 

（１
） 
近
世
文
献
資
料 

➀ 

天
草
風
俗
（天
草
市
天
草
町
高
浜
） 

https://dl.ndl.go.jp/pid/12280681
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盆
供
・た
ま
祭
の
事 

仏
だ
ご
に
、
ま
こ
も
又
は
萱
の
あ
ら
こ
も
を
敷
て
、
御
膳
供
物
は
大
体
豆
腐
・午

房
・
人
参
・
椎
た
け
・
そ
ふ
め
ん
・
心
太
・
団
子
・
五
穀
の
類
多
く
は
初
も
の
を
供
。

又
送
火
は
藁
に
て
船
を
作
り
、
梶
を
つ
け
、
紙
の
帆
か
け
灯
籠
を
と
も
し
、
海
に

送
る
。
家
に
も
あ
り
。
迎
火
と
い
ふ
は
な
し
。
墓
所
に
火
を
と
も
す
也
。 

熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
「
天
草
風
俗
」
『
熊
本
文
化
研
究
叢
書
７ 

近
世
天
草
風
俗
資
料
集
』 

 

➁ 

風
土
行
事
書
上
帳
（天
草
市
天
草
町
高
浜
） 

七
月
十
三
日
よ
り
十
五
日
迄
先
祖
之
霊
祭
ニ
付
、
十
三
日
よ
り
霊
屋
を
掃
除

仕
、
其
夕
方
よ
り
十
五
日
夕
方
迄
霊
膳
香
花
等
備
申
候
、
水
ノ
こ
と
申
口
此
程

ニ
茄
を
切
る
器
ニ
入
、
水
ノ
初
穂
ヲ
備
、
礼
拝
毎
ニ
右
を
ほ
か
ひ
候
而
三
拝
仕

申
候
、
霊
膳
箸
麻
ニ
而
致
申
候
、
十
四
日
十
五
日
両
日
ハ
親
縁
身
寄
之
者
ハ
相

互
ニ
位
牌
参
仕
、
十
五
日
夕
方
よ
り
先
祖
之
墓
所
え
参
詣
霊
灯
を
明
シ
申
、
又

其
日
よ
り
藁
ニ
而
舟
を
造
置
、
夜
半
ノ
頃
ニ
精
霊
流
シ
と
唱
ヘ
霊
前
へ
備
物
を

右
之
舟
へ
積
、
香
を
た
き
て
海
中
へ
流
シ
申
候 

熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
「
風
土
行
事
書
上
帳
」
『
熊
本
文
化
研
究
叢

書
７ 

近
世
天
草
風
俗
資
料
集
』 

 

（
２
） 

新
聞
資
料 

➀ 

熊
本
新
聞 

明
治
一
六
（一
八
八
三
）年
七
月
一
七
日 

午
後
十
時
頃
ま
で
は
左
程
流
し
手
も
な
か
り
し
処
、
十
一
時
過
ぎ
に
な
り
て
は

続
々
灯
籠
を
持
来
り
て
白
川
に
流
し
、
細
工
町
尻
塘
辺
は
見
物
人
も
い
と
多

か
り
し
、
右
に
付
可
笑
し
き
咄
あ
り
、
（
中
略
）
前
夜
の
灯
籠
流
の
精
霊
船
に
は

程
々
の
供
へ
物
あ
る
よ
り
、
そ
を
取
ら
ん
と
石
塘
の
下
よ
り
手
を
延
し
て
供
物

を
取
ら
ん
と
す
る
は
づ
み
に
、
水
中
に
這
入
り
頭
部
を
い
た
く
負
傷
せ
し
と
い

ふ ➁ 

紫
溟
新
報 

明
治
二
一
（一
八
八
八
）年
八
月
二
九
日 

去
る
廿
二
日
は
旧
暦
の
七
月
十
五
日
に
当
り
川
尻
町
の
旧
慣
と
し
て
、
夜
十
時

比
よ
り
精
霊
様
見
送
り
と
て
ス
ッ
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ン
と
三
味
線
太
皷
の
騒
ぎ
船
、

加
勢
川
新
橋
の
上
下
に
ボ
ツ
ボ
ツ
浮
ひ
出
で
、
初
め
は
一
二
隻
尋
で
三
四
隻
五

六
隻
仕
第
仕
第
に
輻
輳
し
、
三
味
線
太
皷
の
音
は
唄
声
水
声
と
和
し
、
縦
横
に

操
廻
し
、
そ
の
中
に
は
麦
わ
ら
や
菰
或
は
板
に
て
こ
し
ら
へ
し
幾
多
の
精
霊
船

は
、
各
々
数
百
箇
或
は
数
十
箇
の
蝋
燭
を
立
錐
形
に
立
て
列
ね
、
極
楽
丸
と
か

南
無
阿
弥
陀
仏
と
か
記
る
せ
し
小
旗
を
靡
か
し
、
中
に
は
屋
形
船
蒸
気
船
に

模
造
せ
し
も
あ
り
、
橋
上
下
左
右
よ
り
続
々
流
れ
来
り
数
十
丁
一
直
線
に
亙

り
遠
く
見
れ
ば
千
百
の
星
斗
燦
爛
と
し
て
来
る
が
如
く 

 

４ 

熊
本
の
精
霊
流
し
の
展
開 

（１
）新
聞
資
料 

➀ 

九
州
日
日
新
聞 

明
治
三
三
年
八
月
一
一
日 

一
昨
日
は
旧
暦
十
五
日
乃
ち
盆
会
の
霊
送
り
と
云
ふ
へ
き
日
に
て
、
飽
託
郡
河

尻
町
に
て
は
例
に
よ
り
て
灯
籠
流
の
奇
観
あ
り
、
全
町
各
戸
は
孰
れ
も
意
匠
を

凝
し
た
灯
籠
流
の
準
備
に
着
手
し
、
例
年
は
何
時
も
午
後
十
一
時
半
頃
よ
り

霊
送
り
を
為
す
由
な
る
（
略
）
紳
士
佳
人
の
扁
舟
を
浮
べ
て
三
味
線
太
皷
に
興

せ
ら
る
ゝ
人
も
あ
り
て
街
上
よ
り
高
く
叫
べ
る
ヤ
ン
ヤ
ヤ
ン
ヤ
の
賞
声
と
川
中
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よ
り
湧
き
出
づ
る
絃
声
と
相
交
り
て
喧
噪
云
は
ん
方
な
し
又
時
々
加
勢
川
の

両
岸
よ
り
打
出
す
煙
火
の
彩
影
に
流
石
の
河
尻
町
も
此
に
一
夜
の
春
を
見
る

に
至
れ
り
斯
く
て
万
人
を
し
て
賞
歎
せ
し
め
（
後
略
） 

 

➁ 

九
州
日
日
新
聞 

明
治
四
三
（一
九
一
〇
）年
八
月
一
七
日 

肥
後
名
物
の
一
つ
な
る
川
尻
町
の
精
霊
流
は
、
十
五
日
午
後
九
時
頃
よ
り
最

と
盛
大
に
行
は
れ
た
り
、
こ
と
し
は
カ
ン
カ
ン
照
着
る
好
天
気
に
黄
昏
頃
か
ら

曇
り
出
し
、
十
日
の
月
も
光
を
収
め
風
さ
へ
全
く
止
み
た
れ
ば
精
霊
流
の
見
物

に
は
誂
向
の
日
和
な
る
よ
り
、
市
内
は
更
な
り
近
郷
近
在
の
老
若
男
女
は
隊

を
な
し
て
繰
込
み
来
り
、
殊
に
夥
し
か
り
し
は
午
後
五
時
よ
り
九
時
に
至
る
川

尻
駅
着
各
列
車
は
何
れ
も
溢
る
ゝ
計
り
の
人
を
吐
出
し
、
駅
前
よ
り
精
霊
流
の

現
場
た
る
加
勢
川
鉄
橋
に
至
る
の
間
は
押
す
な
押
す
な
の
混
雑
（
中
略
）
同
八

時
頃
に
な
れ
ば
、
兼
ね
て
同
町
有
志
が
丹
誠
を
凝
ら
し
て
作
っ
た
十
数
発
の
烟

花
は
轟
然
た
る
響
と
共
に
空
中
に
花
を
散
し
、
仕
掛
物
は
水
上
に
錦
を
曳
き

喝
采
の
声
湧
が
如
く
、
九
時
頃
に
な
れ
ば
正
中
嶋
よ
り
待
ち
設
け
た
精
霊
船

は
、
或
は
山
形
或
は
家
形
其
他
色
ん
な
者
に
象
り
、
提
灯
を
下
げ
、
灯
籠
を
吊

し
、
色
紙
を
飾
り
題
目
経
文
等
を
書
い
た
大
小
各
種
の
旗
を
樹
て
、
昼
を
欺
く

無
数
の
蝋
燭
を
立
連
ね
、
一
艘
二
艘
三
艘
許
り
花
か
と
許
り
押
出
し
た
か
と

見
間
に
、
次
第
に
増
し
て
、
忽
ち
数
百
艘
の
多
に
上
ぼ
り
、
一
艘
何
れ
も
二
三

名
乃
至
七
八
名
の
壮
漢
が
、
之
を
守
り
て
わ
い
わ
い
曳
々
声
に
て
水
中
を
縦
横

無
尽
に
押
廻
は
し
、
火
光
水
に
映
じ
て
砕
け
、
金
波
銀
波
刹
那
に
湧
き
刹
那
に

消
ゆ
る
美
観
壮
観
言
語
を
絶
し
た
り 

 

③ 

九
州
新
聞 

大
正
五
（一
九
一
六
）年
八
月
一
日 

古
来
肥
後
名
物
の
一
に
数
へ
ら
れ
居
れ
る
飽
託
郡
川
尻
町
の
精
霊
流
し
は
例

年
の
如
く
来
る
十
五
日
を
以
て
執
行
の
事
に
決
定
せ
り
、
川
尻
町
に
於
て
は
町

民
有
志
等
相
計
り
大
正
二
年
よ
り
従
来
の
も
の
に
改
良
を
加
へ
、
船
の
構
造
は

固
よ
り
音
楽
、
読
経
の
裡
に
尤
も
荘
厳
な
る
精
霊
流
し 

を
挙
行
し
、
初
め
同

町
御
蔵
前
及
び
外
城
町
係
り
の
加
勢
川
打
揚
げ
鉄
橋
下
を
徐
々
と
し
て
流
す

事
と
な
り
居
る
が
、
尚
ほ
観
覧
者
の
興
味
を
添
ふ
る
為
め
薄
暮
よ
り
煙
火
打

揚
数
十
発
と
加
勢
川
畔
に
は
仕
掛
花
火
数
台
を
点
火
す
る
事
と
て
、
同
夜
の

壮
観
は
言
語
に
尽
し
難
き
程
な
る
が
、
本
年
は
例
年
よ
り
一
層
新
趣
向
を
凝

ら
し
て
土
地
繁
栄
に
資
せ
ん
と
各
町
共
に
熱
心
に
精
霊
船
の
構
造
に
奇
抜
を

競
ひ
つ
ゝ
有
り
、
尚
当
夜
の
首
船
と
し
て
は
大
仕
掛
の
百
八
灯
を
点
じ
先
帝
陛

下
の
御
霊
を
慰
め
奉
ら
ん
と
て
同
町
民
一
般
よ
り
製
作
し
、
同
船
に
同
町
各

寺
院
住
職
の
読
経
泰
養
寺
組
の
奏
楽
に
て
順
次
数
百
艘
の
精
霊
船
を
一
列
に

長
し
其
間
に
県
下
有
名
の
各
商
店
の
行
灯
広
告
を
五
十
本
行
列
せ
し
む
る
計

画
を
立
て
、
広
告
募
集
を
開
始
す
る
筈
な
る 

 

➃ 

九
州
日
日
新
聞 

大
正
五
（一
九
一
六
）年
八
月
一
五
日 

明
十
五
日
の
熊
本
県
飽
託
郡
川
尻
町
の
精
霊
流
し
に
つ
き
、
町
内
に
て
は
観
客

に
対
し
満
足
を
与
へ
ん
と
数
日
来
種
々
目
論
見
居
る
が
、
例
年
は
松
本
某
が
主

と
な
り
、
同
町
有
志
よ
り
応
分
の
寄
付
を
集
め
、
其
金
に
て
読
経
音
楽
煙
花
等

の
催
し
を
為
し
来
り
し
も
本
年
は
町
民
全
部
の
希
望
に
よ
り
煙
花
業
者
中
川

亀
次
郎
氏
主
と
し
て
余
興
其
他
の
事
に
尽
力
す
る
こ
と
と
な
り
、
寄
付
金
は
既

に
集
ま
り
た
る
を
以
て
、
打
揚
煙
花
仕
掛
煙
花
と
も
例
年
以
上
に
珍
趣
向
の
も



4 

 

の
を
出
さ
ん
と
意
気
込
み
居
れ
る 

 
➄ 
九
州
日
日
新
聞 

大
正
三
（一
九
一
四
）年
八
月
一
七
日 

玉
名
郡
高
瀬
町
唯
一
の
賑
日
に
て
、
以
前
は
単
に
真
宗
以
外
の
他
教
徒
が
僅
に

初
精
霊
を
流
せ
し
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
本
年
は
町
会
の
議
決
に
依
り
町
繁
栄
の

一
策
と
あ
り
て
各
町
精
霊
船
を
流
し
、
煙
火
仕
掛
物
を
造
り
て
観
衆
を
喜
ば

す
と
云
ふ
趣
向
に
て
、
各
町
は
数
日
前
よ
り
我
れ
劣
ら
じ
と
意
匠
を
凝
ら
し
、

軍
艦
飛
行
船
に
屋
型
船
な
ど
大
き
は
三
間
乃
至
二
間
半
余
の
藁
船
を
造
り
、

満
船
飾
鮮
か
に
町
口
に
飾
り
立
て
十
五
日
午
後
九
時
半
煙
火
一
発
を
合
図
に
、

多
数
の
青
年
船
を
擁
し
て
町
口
を
練
り
大
橋
の
上
手
に
集
合
十
時
第
二
発
の

煙
火
を
合
図
に
船
流
し
を
始
め
し
が
、
船
に
は
幾
十
の
燭
を
点
じ
妙
法
蓮
華
経
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
幾
百
の
彩
旗
風
に
飜
へ
り
て
流
れ
行
く
さ
ま
美
し
、
軈
て
更

に
火
を
放
ち
て
焼
き
尽
す
時
炎
焔
波
に
影
じ
壮
絶
の
気
漲
り
煙
火
は
絶
え
ず

中
天
に
轟
き
下
り
て
は
波
に
映
ず
る
時
、
観
衆
の
喝
采
拍
手
は
天
も
破
れ
ん
計

り
な
り
、
露
店
は
軒
を
並
べ
十
時
頃
に
至
り
て
は
町
内
よ
り
大
橋
付
近
公
園
に

か
け
て
は
押
す
な
押
す
な
の
大
雑
沓
、
大
橋
向
ふ
の
堤
防
付
近
か
ら
河
原
迄
も

人
を
以
て
埋
め
た
り 

 

➅ 

九
州
新
聞 

大
正
一
三
（一
九
二
四
）年
八
月
一
八
日 

例
年
人
吉
町
の
精
霊
流
し
は
年
中
行
事
の
一
と
し
て
数
へ
ら
れ
て
あ
る
が
、
本

年
は
天
気
の
晴
好
な
り
し
と
、
農
家
の
潤
ひ
順
調
な
り
し
と
に
依
り
て
か
、
世

の
不
景
気
は
何
処
吹
く
か
と
い
ふ
有
様
で
近
郷
近
在
よ
り
の
人
出
も
殊
の
外

多
く
、
午
後
九
時
頃
よ
り
は
大
橋
付
近
は
殆
ん
ど
人
を
以
て
充
さ
れ
肩
摩
轂

撃
通
行
も
出
来
ぬ
程
で
あ
っ
た
、
予
報
の
通
り
本
年
は
町
内
各
寺
院
後
援
の
下

に
大
施
餓
鬼
会
行
は
れ
清
水
氏
が
主
催
者
と
な
っ
て
煙
火
大
会
が
催
さ
れ
、
昼

間
五
十
発
夜
間
五
十
発
の
打
揚
の
外
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
瀑
布
、
金
魚
、
連
発
等
の

仕
掛
物
が
殊
に
見
事
に
て
美
観
言
ふ
可
ら
ず
、
午
後
十
時
半
頃
よ
り
精
霊
舟

は
繊
月
城
下
木
山
が
淵
の
下
端
、
水
の
手
の
渡
し
及
び
梅
花
の
渡
し
場
よ
り
流

し
出
さ
れ
、
万
灯
燦
然
と
し
て
水
面
忽
ち
花
の
海
と
化
し
其
壮
観
何
と
も
名
状

す
可
か
ら
ず
、
そ
ゞ
ろ
に
亡
者
の
精
霊
を
慰
籍
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
っ
た
、
就

中
重
立
っ
た
精
霊
船
は
河
内
屋
本
店
、
牛
島
箪
笥
店
、
淵
田
焼
酎
屋
、
岩
崎
自

転
車
屋
、
山
部
箪
笥
店
、
八
木
茶
店
、
坂
口
陶
器
店
、
市
花
、
高
山
、
鶴
田
、
河

内
、
竹
下
等
の
各
商
店
が
殊
に
見
物
で
あ
っ
た 

 

➆ 

人
吉
新
報 

大
正
一
四
（一
九
二
五
）年
九
月
一
三
日 

水
上
村
岩
野
の
盂
蘭
盆
会
の
精
霊
流
し
は
、
去
る
三
日
は
丁
度
旧
暦
七
月
十

五
日
に
相
当
し
、
午
後
十
一
時
岩
野
橋
下
に
於
て
盛
大
に
執
行
せ
ら
れ
た
。
其

日
は
黄
昏
頃
よ
り
、
同
地
有
志
松
下
孝
治
氏
等
の
斡
旋
に
て
仕
掛
花
火
の
催

し
あ
る
と
の
評
判
高
く
、
隣
村
湯
前
村
、
黒
肥
地
村
、
江
代
湯
山
、
川
内
辺
り

よ
り
、
老
若
男
女
の
観
覧
者
続
々
と
集
ま
り
、
湯
前
村
よ
り
は
染
田
組
芸
者
連

の
美
人
の
二
〇
加
手
踊
乗
り
込
み
景
気
を
添
へ
た
。
午
後
七
時
頃
に
は
、
早
く

横
手
明
治
屋
旅
館
裏
座
敷
の
舞
台
に
て
湯
前
美
人
連
は
太
鼓
三
味
線
に
て
賑

合
ひ
、
俄
か
手
踊
り
、
端
唄
安
来
節
、
飛
込
み
と
し
て
独
流
浪
花
節
東
球
山
は

一
席
講
演
し
た
。
午
後
十
時
頃
に
は
、
岩
野
橋
畔
に
は
数
発
の
煙
火
は
打
揚
げ

ら
れ
橋
上
や
両
岸
は
観
衆
に
て
埋
め
ら
れ
た
、
ま
つ
間
程
な
く
盛
装
を
凝
し
た

数
多
の
美
麗
な
精
霊
船
は
、
川
下
へ
と
流
さ
れ
て
、
打
揚
げ
花
火
は
空
に
時
な
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ら
ぬ
花
を
見
せ
、
間
も
な
く
当
夜
第
一
の
呼
物
た
る
仕
掛
花
火
の
美
観
云
わ
ん

方
な
く
観
衆
の
歓
呼
の
声
や
拍
手
は
割
る
ゝ
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
精
霊
船
の
花

火
と
、
打
揚
花
火
仕
掛
花
火
に
て
、
水
清
ら
か
な
川
内
川
の
水
面
は
赤
く
輝
き

渡
り
、
岩
野
橋
畔
は
火
の
世
界
の
観
が
あ
つ
た
。
観
衆
は
隣
村
よ
り
多
数
押
か

け
殆
ん
ど
三
千
人
を
突
破
す
る
程
の
賑
合
ひ
で
、
午
後
十
二
時
頃
終
り
盛
会

裡
に
各
々
散
会
し
た
。
岩
野
の
精
霊
流
し
は
、
郡
内
に
て
も
有
名
で
、
実
に
人

吉
に
次
ぎ
年
々
賑
合
ひ
を
増
し
て
行
く
観
が
あ
る
。
之
同
地
有
志
の
後
援
よ
ろ

し
き
為
で
あ
る
。 

  

➇ 

九
州
新
聞 

大
正
一
二
（一
九
二
三
）年
七
月
一
八
日 

鹿
本
郡
山
鹿
町
の
盂
蘭
盆
会
は
毎
年
七
月
十
五
日
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、

今
年
も
例
に
依
っ
て
来
る
十
五
日
行
は
れ
、
町
内
は
墓
参
の
人
で
人
波
を
打
ち

各
墓
地
は
無
数
の
提
灯
で
美
観
を
呈
し
た
、
夜
間
精
霊
流
し
あ
り
、
精
霊
船
は

五
十
余
に
達
し
之
等
は
僧
侶
の
読
経
に
連
れ
て
山
鹿
橋
の
上
流
に
担
ぎ
出
さ

れ
船
に
は
無
数
の
提
灯
、
蝋
燭
に
点
火
さ
れ
僧
侶
の
読
経
あ
り
て
河
中
に
持
ち

出
し
思
ひ
思
ひ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
仕
掛
花
火
は
水
に
映
じ
て
壮
観
を
呈
し

爆
竹
の
音
絶
え
間
な
く
、
斯
く
て
漸
次
河
下
に
流
さ
れ
、
同
日
は
夕
刻
よ
り
此

の
美
観
を
見
ん
物
と
近
郷
近
在
よ
り
蝟
集
し
た
る
見
物
の
群
衆
は
万
を
越
へ
、

山
鹿
橋
の
両
岸
は
人
垣
を
造
っ
て
雑
沓
を
極
め
た
の
で
山
鹿
警
察
署
で
は
署

員
を
督
励
し
て
橋
の
危
険
を
警
戒
し
た 

６ 

精
霊
舟
流
し
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
未
来 

（
１
）➀
湯
川
洋
司
「
村
の
生
き
方
」
『
日
本
の
民
俗
６ 

村
の
暮
ら
し
』吉
川
弘

文
館 

 

毎
日
を
生
き
る
た
め
に
は
、
実
在
す
る
具
体
的
な
場
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
中
略
）端
的
に
い
え
ば
、
「自
分
の
魂
の
か
え
る
場
所
」が
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
が
生
き
る
場
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
過
ぎ
た
幸
福
は
な
い
し
、
た

と
え
そ
れ
が
毎
日
を
生
き
る
場
で
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
場
を
暮
ら
し

の
な
か
に
確
保
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
ま
た
幸
福
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

場
所
を
い
っ
さ
い
持
て
な
い
と
し
た
ら
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
日
本
人
に
、

「あ
な
た
の
魂
の
か
え
る
場
所
は
ど
こ
で
す
か
」と
尋
ね
た
ら
、
ど
ん
な
回
答
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

（中
略
）「魂
」
と
い
う
言
葉
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
「か

え
る
場
所
」と
は
自
分
と
の
「き
ず
な
」（結
び
つ
き
、
関
係
の
あ
り
よ
う
と
し
て

自
分
が
大
切
に
す
る
何
か
）を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
場
と
考
え
て
み
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
。
（
中
略
）も
し
も
そ
の
よ
う
な
場
が
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
死
ね
ば
自

身
の
魂
は
消
え
る
と
、
私
た
ち
は
考
え
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
い
や
、
具

体
的
な
場
な
ど
な
く
と
も
魂
は
生
き
残
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
決
意
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
し
て
も
、
な
お
一
抹
の
不
安
に
襲
わ

れ
る
の
が
人
の
生
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
み
ず
か
ら
力
を
尽
く
し
て
き
た
こ

と
が
ら
が
次
の
時
代
へ
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
潰
え
る
、
ま
た
自
分
の
魂
自
体

も
消
え
て
な
く
な
る
と
い
う
事
態
や
思
い
に
直
面
す
る
と
き
に
、
私
た
ち
は
漠

然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
「
不
安
」に
襲
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
こ
か
ら
の
救
い
を
思
い
願
う
心
に
応
え
て
く
れ
る
も
の
の
一
つ
が
、

「村
」
の
も
つ
性
質
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う 

    


